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１．2025年８月期第３四半期の連結業績（2024年９月１日～2025年５月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 EBITDA※ 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年８月期第３四半期 1,320 － 170 － 44 － 38 － 42 －
2024年８月期第３四半期 － － － － － － － － － －

(注) 包括利益 2025年８月期第３四半期 40百万円( －％) 2024年８月期第３四半期 －百万円( －％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年８月期第３四半期 7.11 7.05
2024年８月期第３四半期 － －

(注) 2025年８月期第３四半期より四半期連結財務諸表を作成しているため、2024年８月期第３四半期の数値及び対前年

同四半期増減率については記載しておりません。

(参考) 持分法投資損益 2025年８月期第３四半期 －百万円 2024年８月期第３四半期 －百万円

※EBITDA（営業利益＋ソフトウエア償却費＋減価償却費＋株式報酬費用）

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年８月期第３四半期 2,189 1,416 60.4
2024年８月期 － － －

(参考) 自己資本 2025年８月期第３四半期 1,323百万円 2024年８月期 －百万円

(注) 2025年８月期第３四半期より四半期連結財務諸表を作成しているため、2024年８月期の数値については記載してお

りません。

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年８月期 － 0.00 － 0.00 0.00
2025年８月期 － 0.00 －
2025年８月期(予想) 0.00 0.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2025年８月期の連結業績予想（2024年９月１日～2025年８月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,969 － 0 － △6 － △5 － △0.90

(注)１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

２．2025年８月期第３四半期より四半期連結財務諸表を作成しているため、通期の対前期増減率については記載し

ておりません。



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 １社（社名） vottia株式会社 、除外 －社（社名） －

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2025年８月期３Ｑ 6,060,274株 2024年８月期 5,973,674株

② 期末自己株式数 2025年８月期３Ｑ 56,616株 2024年８月期 104,786株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年８月期３Ｑ 5,920,821株 2024年８月期３Ｑ 5,836,584株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 有（任意）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当た

っての注意事項等については、添付資料４ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想など

の将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

当社グループは、2025年３月28日付「合弁会社設立に関する合弁契約締結のお知らせ」において公表いたしまし

たとおり、2025年４月21日付にてvottia株式会社を設立いたしました。これに伴い、vottia株式会社を連結子会社

とし、当第３四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、前年同四半期連結累計期間及び前

連結会計年度末との比較分析は行っておりません。

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、緩やかな景気の持ち直しの兆しが見られる一方で、ウクライ

ナや中東地域の情勢の影響等による資源価格の高騰や金融資本市場の変動等により先行きが不透明な状況が継続し

ております。

当社グループの経営環境としては、国内企業の人手不足感の高まりやコスト削減への圧力から、コンタクトセン

ターの効率化及び自動化へのニーズは引き続き高く、またChatGPTなどの生成AIの技術的進化に伴い今まで効率化が

困難であった領域における自動化への期待が高まることに伴い、コールセンターへの投資マインドが一段と醸成さ

れつつあります。

当第３四半期連結累計期間の売上高については、当社グループの主要事業であるSaaSサービスは、大規模のオペ

レータを有するコンタクトセンターでの利用が開始されるなど案件が大型化し、またMooA(生成AI関連製品)の導入

も進むことにより、前年同期比で増加となりました。2025年５月末時点で、当社グループのSaaSプロダクトの契約

数は316件(前年同期比102.9%)と微増に留まりましたが、新規案件の大型化と既存顧客の追加購入（アップセル/ク

ロスセル）により、契約当たりの平均単価は286千円(前年同期比47千円増)となりました。プロフェッショナルサー

ビスは、有償カスタマーサクセス案件の獲得が進み、カスタマイズ案件ではSaaS製品導入に伴う案件が増加した一

方、従来のイノベーションラボサービスに区分される開発案件の規模が縮小したことにより、前年同期並みの水準

となりました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は1,320百万円、営業利益は44百万円、経常利益は38百万

円、親会社株主に帰属する四半期純利益は42百万円となりました。

当社グループはSaaSソリューション事業の単一セグメントであるため、セグメントごとの記載はしておりません

が、サービス別の売上高は、以下の通りであります。なお、前期の参考情報としてモビルス社の個別財務情報を記

載しています。

サービスの名称(注１)

第13期第３四半期累計期間
(自 2023年９月１日
至 2024年５月31日)

第14期第３四半期連結累計期間
(自 2024年９月１日
至 2025年５月31日)

販売高(千円) 販売高(千円)

SaaSサービス 839,121 1,002,555

プロフェッショナルサービス 315,302 318,209

合計 1,154,424 1,320,764

(注１) 前事業年度まで「SaaSサービス」「プロフェッショナルサービス」「イノベーションラボサービス」の3つ

のカテゴリーにて開示を行っておりましたが、プロフェッショナルサービス中のカスタマイズ事業のビジ

ネスモデル転換の進捗により、「イノベーションラボサービス」に区分される新規案件が限られてきたこ

とから、当連結会計年度より「イノベーションラボサービス」を「プロフェッショナルサービス」に統合

して開示することといたしました。
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また、当社グループが重視している経営指標の推移は、以下の通りであります。

ARR(注２)の推移

2024年８月期 2025年８月期

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 第１四半期 第２四半期 第３四半期

ARR(千円) 1,037,533 1,082,726 1,130,272 1,143,808 1,241,546 1,311,388 1,379,260

うち直販(千円) 450,821 486,770 518,909 527,403 617,497 632,296 682,563

うち代理店(千円) 354,069 374,785 360,832 358,325 365,876 413,156 401,466

うちOEM(千円) 232,643 221,171 250,530 258,079 258,171 265,935 295,230

(注２) ARR: Annual Recurring Revenueの略語であり、毎年経常的に得られる当社グループ製品の月額利用料と従

量課金の合計額。

四半期末月のサブスクリプション売上高(毎月経常的に得られる当社グループ製品の月額利用料と従量課金

の合計額)を12倍することにより算出。なお、前事業年度までにおいてはサブスクリプション売上高に従量

課金は含めておりませんでしたが、生成AI関連製品を含め従量課金を伴うSaaS製品が増加し、製品利用に

伴う売上高に占める従量課金の重要度が高まったため、当連結会計年度よりサブスクリプション売上高に

従量課金を加えて開示することといたしました。記載の過年度の数字につきましても、同様の基準にて再

集計し、開示しております。

サブスクリプション型のリカーリングレベニューに関わる契約数(注３)及び契約当たりの平均単価(注４)の推移

2024年８月期 2025年８月期

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 第１四半期 第２四半期 第３四半期

契約数 310 311 307 308 312 317 316

契約当たり平均単価(千円) 216 231 239 240 263 275 286

(注３) OEMを除く。

(注４) 契約当たり平均単価:OEMを除く。四半期末月の月次サブスクリプション売上高を契約数で除することによ

り算出。なお、(注２)に記載の通り、当連結会計年度よりサブスクリプション売上高に従量課金を加えて

開示しております。記載の過年度の数字につきましても、同様の基準にて再集計し、開示しております。

直近12ヵ月平均解約率(注５)の推移

2024年８月期 2025年８月期

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 第１四半期 第２四半期 第３四半期

解約率(％) 0.76 0.89 0.98 1.03 1.06 0.83 0.72

(注５) 従量課金・OEMを除く。「当月の解約による減少したライセンス売上高÷前月末のライセンス売上高」の12

ヵ月平均。

（２）財政状態に関する説明

(資産)

当第３四半期連結会計期間末における流動資産は1,481百万円となりました。主な内訳は、現金及び預金1,212百

万円、売掛金199百万円であります。固定資産は696百万円となりました。主な内訳は、ソフトウエア539百万円、投

資その他の資産146百万円であります。
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この結果、資産合計は2,189百万円となりました。

(負債)

当第３四半期連結会計期間末における流動負債は473百万円となりました。主な内訳は、契約負債224百万円、未

払金110百万円であります。固定負債は長期借入金の300百万円であります。

この結果、負債合計は773百万円となりました。

(純資産)

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は1,416百万円となりました。主な内訳は、資本金448百万円、

資本剰余金1,404百万円、利益剰余金△506百万円であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年８月期の連結業績予想に関しては、2025年４月11日に公表いたしました「連結決算への移行に伴う連結業

績予想の公表に関するお知らせ」の内容に変更はございません。なお、当該連結業績予想は、同資料の発表日現在

において入手可能な情報に基づき作成しており、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があ

ります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間
(2025年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,212,887

売掛金 199,122

仕掛品 4,418

貯蔵品 85

その他 67,470

貸倒引当金 △2,005

流動資産合計 1,481,979

固定資産

有形固定資産 9,340

無形固定資産

ソフトウエア 539,948

その他 142

無形固定資産合計 540,091

投資その他の資産 146,940

固定資産合計 696,372

繰延資産 11,315

資産合計 2,189,666
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(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間
(2025年５月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 36,711

１年内返済予定の長期借入金 22,216

未払金 110,824

未払法人税等 8,765

契約負債 224,139

賞与引当金 31,362

その他 39,209

流動負債合計 473,229

固定負債

長期借入金 300,000

固定負債合計 300,000

負債合計 773,229

純資産の部

株主資本

資本金 448,555

資本剰余金 1,404,245

利益剰余金 △506,648

自己株式 △23,137

株主資本合計 1,323,015

新株予約権 185

非支配株主持分 93,237

純資産合計 1,416,437

負債純資産合計 2,189,666
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
当第３四半期連結累計期間

(自 2024年９月１日
至 2025年５月31日)

売上高 1,320,764

売上原価 435,760

売上総利益 885,003

販売費及び一般管理費 840,388

営業利益 44,614

営業外収益

受取利息 549

雑収入 0

営業外収益合計 549

営業外費用

支払利息 2,450

譲渡制限付株式関連費用 3,698

その他 961

営業外費用合計 7,110

経常利益 38,053

特別利益

新株予約権戻入益 924

特別利益合計 924

税金等調整前四半期純利益 38,977

法人税、住民税及び事業税 1,825

法人税等調整額 △3,174

法人税等合計 △1,348

四半期純利益 40,326

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △1,762

親会社株主に帰属する四半期純利益 42,089
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
当第３四半期連結累計期間

(自 2024年９月１日
至 2025年５月31日)

四半期純利益 40,326

四半期包括利益 40,326

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 42,089

非支配株主に係る四半期包括利益 △1,762
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第３四半期連結累計期間における以下の変動の結果、資本金が448,555千円、資本剰余金が1,404,245千円、

自己株式が△23,137千円となっております。

【新株式の発行】

新株予約権の行使により、28,800株の新株式の発行を行いました。

2025年４月11日開催の取締役会決議に基づき、2025年５月９日に譲渡制限付株式報酬として57,800株の新株式

の発行を行いました。

【自己株式の処分】

2024年10月11日開催の取締役会決議に基づき、2024年11月８日に譲渡制限付株式報酬として自己株式44,250株

の処分を行いました。

2024年11月28日開催の取締役会決議に基づき、2024年12月20日に譲渡制限付株式報酬として自己株式16,870株

の処分を行いました。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

当社グループは、SaaSソリューション事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次の通りであります。

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年９月１日
至 2025年５月31日)

減価償却費 105,456千円
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年７月11日

モビルス株式会社

取 締 役 会 御 中

PwC Japan有限責任監査法人

東京事務所

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 橋 本 民 子

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 伊 藤 健 一

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられているモビルス株式会社の2024年９月１日から2025年８月

31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2025年３月１日から2025年５月31日まで）及び第３四半期連結累

計期間（2024年９月１日から2025年５月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四

半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務

諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（た

だし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていな

いと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記

載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、

また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手した

と判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記

載の省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による

重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用すること

が含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国におい

て一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項

に定める記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を

開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュ

ー手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施

される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所

の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関

する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準

拠して作成されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重

要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起する

こと、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対

して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに

入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性があ

る。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１

項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等

の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項

が認められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。

監査人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独

で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発

見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上

（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。


